
今年もやっぱり「障害児教育 連続基礎講座」    主催：東京都教職員組合 障害児学級部  

     
 

 

（第２次案内） 

連続基礎講座 第２回のテーマは、「特別支援教育コーディネーターの役割と仕事の工夫」です。 

  子どもたちのために、特別支援教育コーディネーターとして私たちができることを考え深めたいです。 

 

コーディネーターの仕事について、次のような悩みが聞かれます。 

「新たにコーディネーターになったのだけれども、校内支援のためにどう取り組めばよいか、困っている」 

「特別支援教室・特別支援学級を担当していて、自らのこれまでの経験を活かし、子どもたちの支援を 

考えたいけれども、学級担任との連携をどう図ればよいか、戸惑う」 

「せっかくケース会議を開き、時間をかけても、支援の方向が決まらない」 

「特別支援教育にかかわる校内研修を私たちが企画したいのだけれども、どうしたらよいか悩む」 

 

今回は、特別支援教育コーディネーターの役割や、ケース会議にかかわる研究に詳しい、 

北海道教育大学 釧路校 准教授 田中 雅子さんがお話くださいます。 

特別支援教育コーディネーター経験者のみならず、教育相談やケース会議について学びたい方など、 

どなたでも参加できます。 ぜひ職場の仲間、ご友人らとご参加ください。 

 

 

 

 

 

  

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回、第 3 回基礎講座 は９/ ５(土)午後 特別支援教室の実践を予定しています。 

日時：2026年７月１１日(土)14:30～17:00 

場所：エデュカス東京 市ヶ谷・四ツ谷駅徒歩７分 麴町駅徒歩２分 

「もっと知りたい！ 

特別支援教育 の役割と仕事の工夫 
- 連携のコツとケース会議の進め方を学ぶ -」 

 

 

 

 

☆特別支援教育をめぐる情勢報告もあります。 

今回の基礎講座は、対面のみの実施です。 

  

田中さんは、都立特別支援学校にて特別支援教育コーディネーターを 15 年間務めて

いらっしゃいました。月刊誌『実践みんなの特別支援教育』（学研）にて、2024年度、 

連載『特別支援教育コーディネーターのオシゴトの悩みを解決します！－特コとして 

どのように学ぶか－』では、ご自身の経験も交え、仕事の工夫を解説されていました。 

講師 田中 雅子さん （北海道教育大学 釧路校） 
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